
新 城  哲  議 員

文 化 の 振 興 に つ い て

子 育 て 教 育 に つ い て
子 ど も 家 庭 総 合 支 援 事 業 の 具 体 的な 充 実 内 容 に つ い て 、  新 た な 人 員配 置 や 専 門 職 の 増 員 、  相 談 窓 口 の設 置 等 が 予 定 さ れ て い る の か 伺 う 。

学 校 教 育 の 充 実 に つ い て
学 校 施 設 及 び 通 学 路 の 安 全 点 検は ど の よ う な 項 目 を 対 象 に し てい る の か 。  点 検 の 頻 度 や 体 制 は ど のよ う に な っ て い る の か 伺 う 。

福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 必 要 と す る 世 帯 や 子 供 に 対 し て具 体 的 な 支 援 を 提 供 し 、  状 況 の 悪 化 を未 然 に 防 ぐ 支 援 を 行 っ て い ま す 。  ま た新 た な 人 員 配 置 や 専 門 職 の 増 員 に は至 っ て お ら ず 、  こ ど も 家 庭 係 支 援 員 を中 心 に 可 能 な 範 囲 で 学 校 か ら の 依 頼等 も 含 め て 、  相 談 や 訪 問 を 積 極 的 に行 わ れ て い る 状 況 で す 。

住 み に く い と 感 じ る 人 が い る 現 状を 改 善 す る た め 、  行 政 と し て 、  今 後ど の よ う な 優 先 課 題 を 設 定 し 、生 活 基 盤 や 福 祉 サ ー ビ ス 向 上 を進 め る の か 、  そ の 具 体 的 な 方 針 を伺 う 。

社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

　 校 内 の 安 全 点 検 を 毎 月 １ 回 実 施 し 、危 険 な 箇 所 を 発 見 し た 場 合 は 、  関 係部 署 へ 速 や か に 連 絡 し 、  必 要 に 応 じ て随 時 対 応 を 行 う 体 制 を 整 え て い ま す 。

建 設 課 長

 （ 當 山

 国 博 ）

　 漂 着 ご み の 増 加 、  海 岸 の 浸 食 、  そ して 利 用 者 の マ ナ ー の 問 題 が 挙 げ ら れま す 。  特 に 漂 着 ご み に 関 し て は 、  地 域の ボ ラ ン テ ィ ア や 関 係 団 体 に よ り 定期 的 な 清 掃 活 動 が 実 施 さ れ て 、  海 岸 の地 形 や 季 節 に よ る 潮 流 の 影 響 に よ り一 部 の 海 岸 に ご み が 集 中 し 、  海 外 か らの 漂 着 ご み が 見 受 け ら れ る こ と も 、  依然 と し て 大 き な 課 題 と な っ て い ま す 。恩 納 村 と し て は 、  ボ ラ ン テ ィ ア の 皆 様が 円 滑 に 活 動 で き る よ う 、  ご み 袋 の 配布 や 大 型 ご み の 回 収 な ど 、  関 係 課 と 連携 を 図 り な が ら 海 岸 環 境 の 保 全 に 努め て い き ま す 。

今 後 、  伝 統 芸 能 の 保 存 継 承 を よ り効 果 的 に 行 っ て い く た め に 新 た に検 討 し て い る 施 策 等 が あ る の か伺 う 。

海 岸 の 保 全  ・  管 理 に つ い て
海 岸 環 境 を 維 持 す る 上 で 、  現 在直 面 し て い る 主 な 課 題 な ど は 何か 伺 う 。

社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

　 地 域 の 御 協 力 を 得 て 、  伝 統 芸 能 映 像記 録 保 存 事 業 を こ れ ま で に 名 嘉 真 区 、瀬 良 垣 区 、  恩 納 区 で 実 施 し て い る 。本 年 度 事 業 の 助 成 元 で あ り ま す 一 般社 団 法 人 地 域 創 造 が 運 営 す る 地 域文 化 支 援 資 産 ポ ー タ ル で の 一 般 公 開 や社 会 教 育 課 で は 上 映 会 の 開 催 や 、  村文 化 情 報 セ ン タ ー な ど で 閲 覧 な ど に活 用 し て い き た い と 考 え て い ま す 。そ れ で 伝 統 芸 能 の 保 存 継 承 の 一 助 とな れ ば 幸 い と 考 え て い ま す 。

福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 福 祉 サ ー ビ ス と は 障 が い 者 、  高 齢者 、  子 供 、  低 所 得 者 な ど の 支 援 を 必 要と す る 方 々 の 生 活 を 支 援 し 、  安 心 し て暮 ら せ る 環 境 を 提 供 す る た め のサ ー ビ ス 全 般 を 指 し て い ま す 。  ま た生 活 基 盤 の 整 備 や 日 々 の 生 活 を 成 り立 た せ る た め の 土 台 と な る も の や 、要 素 を 指 し て い ま す 。  福 祉 に お け る生 活 基 盤 と は 、  福 祉 サ ー ビ ス に お い ての 生 活 保 護 、  児 童 福 祉 、  老 人 福 祉 、  障 害者 福 祉 、  ひ と り 親 等 に 対 す る 生 活 基 盤の
整 備 と 理 解 し て い ま す 。  ア ン ケ ー ト

調 査

結 果 を 精 査 し 、  引 き 続 き 現 状 に

合 っ た 福 祉 サ ー ビ ス の 向 上 に つ な げて い き た い と 考 え て い ま す 。

地 域 福 祉 等 に 関 す るア ン ケ ー ト 結 果 報 告 に つ い て

村 長

 （ 長 浜

 善 巳 ）

　
ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 に お い て は 、

住 み に く い と 感 じ て い る 方 の 割 合 が高 い の は 、  買 い 物 の 利 便 性 が 大 き な要 因 と 理 解 し て お り 、  日 常 的 に 買 い 物が で き る 環 境 の 整 備 が 必 要 と 考 え てい ま す 。  今 後 調 査 結 果 を 踏 ま え 、  ア ンケ ー ト 調 査 結 果 を 精 査 し 、  改 善 に 向 け て 、福 祉 サ ー ビ ス 向 上 に 取 り 組 ん で い きま す 。

N o. 1 6 6恩 納 村 議 会 だ よ り 1 2

一 般 質 問

安 里 周 作  議 員

不 登 校  ・  フ リ ー ス ク ー ル  ・  オ ル タ ナテ ィ ブ ス ク ー ル の 定 義 に つ い て伺 う 。社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

　 不 登 校 は 、  心 理 的 、  情 緒 的 、  身 体 的 、あ る い は 社 会 的 要 因  ・  背 景 に よ り 、  登校 で き な い 児 童 生 徒 で 、  年

間

 

３ ０日 以 上

欠 席 し 、  病 気 や 経 済 的 な 理 由 に よ る もの を 除 い た 状 態 を 指 し ま す 。  フ リ ー スク ー ル は 、  不 登 校 の 子 供 に 対 し 、  学 習活 動 、  教 育 相 談 、  体 験 活 動 を 行 っ て いる 民 間 の 施 設 で 、  規 模 や 活 動 内 容 は 多種 多 様 で す 。  民 間 の 自 主 性  ・  主 体 性 の下 に 設 置  ・  運 営 さ れ て い ま す 。  オ ル タナ テ ィ ブ ス ク ー ル は 、  公 立  ・  私 立 学 校と は 異 な る 教 育 を 提 供 す る 学 校 の 総称 だ と 認 識 し て い ま す 。

行 政 と 村 民 が 頻 繁 に 意 見 交 換 を する 機 会 が 必 要 と 思 う が 考 え を 伺 う 。企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

　 区 に 負 担 を か け る の で 、  区 長 常 会 等で 区 の 意 見 を 聴 取 し て 、  検 討 し て い きた い 。

チ ケ ッ ト 入 手 ま で に 時 間 が か か って 、  増 え て い く こ と が 危 惧 さ れ ます 。  そ れ を 補 完 す る 施 策 を 当 局 でで き な い か 、  又 さ く ら ね こ 活 動 の実 施 状 況 を 広 報 等 で 村 民 に 周 知し て 継 続 的 に 取 り 組 む 必 要 が ある と 思 う が 、  考 え を 伺 う 。

村 民 課 長

 （ 山 城

 達 也 ）

　 保 管 場 所 も 確 保 で き な い こ と も 考え 、  検 討 し た い 。  猫 を 原 因 と す る 生 活 環境 被 害 の 軽 減 策 と し て 、  無 料 不 妊 手 術事 業 は 必 要 な 対 策 の 一 つ と 考 え て い ます 。  引 き 続 き 行 政 区 や 関 係 機 関 と 連 携し 、  さ く ら ね こ 活 動 を 推 進 し て 、  猫 の 適正 飼 育 に 関 す る 周 知 等 を 図 り ま す 。

村 長  （ 当 時 議 員 の 立 場 ）  は 猫 の 糞被 害 に つ い て 生 活 環 境 を 充 実 する よ う 村 に 要 請 し て い ま す 。  猫 に関 す る 被 害 は 糞 被 害 の ほ か に 、  ごみ 置 場 の 散 乱 、  鳴 声 の 被 害 が 挙が っ て い ま す 。  先 ほ ど の 村 長 の 答弁 を お 願 い し ま す 。村 長

 （ 長 浜

 善 巳 ）

　 猫 の 糞 被 害 に つ い て 恩 納 区 を は じめ 、  村 内 に お け る 現 状 を 私 も 危 惧 し てい る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  議 員 が 今 回取 り 上 げ て い る さ く ら ね こ Ｔ Ｎ Ｒ 活動 を 推 進 す る こ と は 好 ま し い こ と だと 考 え て い ま す 。

無 料 不 妊 手 術 事 業 チ ケ ッ ト 発 行枚 数 と 不 妊 手 術 実 施 の 実 績 を伺 う 。村 民 課 長

 （ 山 城

 達 也 ）

　 令 和 ６ 年 度 実 績 で 、  チ ケ ッ ト 発 行 は１ ３ ４ 枚 、  手 術 頭 数 は １ １ ３ 頭 で す 。

沖 縄 フ リ ー ス ク ー ル 居 場 所 等 運営 者 協 議 会 の 活 動 に 対 す る 当 局の 考 え を 伺 う 。社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

　 フ リ ー ス ク ー ル 等 に 通 っ て い る 児童 生 徒 や 、  そ の 保 護 者 へ の 支 援 の 在り 方 に つ い て 連 携 し た い と 考 え て いま す 。

沖 縄 県 の 給 食 費 支 援 で 削 減 で きる 金 額 を 、  フ リ ー ス ク ー ル へ 通 う児 童 生 徒 の 支 援 に 充 て ら れ な いか 、  考 え を 伺 う 。社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

　 県 の 補 助 金 額 ６ 百

３ ５万 ９ 千 円 を 、  授

業 料 、  昼 食 費 、  交 通 費 の 支 援 に 充 て られ な い か と の 質 問 で す け れ ど も 、  本 村の 児 童 生 徒 に 係 る 給 食 費 無 償 化 を 踏ま え て 、  フ リ ー ス ク ー ル 等 へ 通 う 児 童生 徒 の 昼 食 費 の 支 援 に つ い て 検 討 して い き た い と 考 え て い ま す 。

不 登 校 と フ リ ー ス ク ー ル に 通 って い る 児 童 生 徒 が 何 名 か 伺 う 。社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

　 ７ 月 現 在 の 不 登 校 児 童 生 徒 数 は 、小 学 生

１ ３人 、  中 学 生

１ ５人 で す 。  フ リ ー

ス ク ー ル 等 に 通 っ て い る 児 童 生 徒 数は 、  小 学 生

１ ８人 、  中 学 生 ７ 人 で す 。

フ リ ー ス ク ー ル に つ い て

さ く ら ね こ に つ い て

行 政 懇 談 会 に つ い て
行 政 懇 談 会 の 目 的 と は 。企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

　 第 ６ 次 総 合 計 画 、  後 期 計 画 に 反 映 させ る 目 的 で 行 っ て い ま す 。

過 去 何 度 も 同 じ 内 容 を 提 出 さ れて い る 要 望 に つ い て ど の よ う に考 え て い る か

伺 う 。

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

　 事 業 の 緊 急 性 、  優 先 順 位 を 決 め て 各事 業 に 取 り 組 ん で い き た い と 考 え てい ま す 。
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